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  優勝！ ＡＳＮＯルーキーズ 

 

 

 

 



 

 

石狩新星クラブは、１回表に４番「原谷健一」の本塁打で２点を先制すると、続く２回は、３

番「渡辺 剛」,８番「薦田涼祐」,９番「金丸 司」の３本塁打を含む打者１７人の攻撃で、

大量１３点を挙げ、その後、４回に７点、５回にも５点を挙げるむなど７本塁打,４三塁打,２

二塁打を含む２５安打の打棒炸裂で準決勝進出を決めた。一方、ロックスは、３回裏に１点

を、５回裏に、９番「佐山邦彦」の二塁打出塁を３番「富山尚貴」の中堅手前安打で１点を返

すも、序盤の失点が大きすぎた。 

 

 

ＡＳＡＮＯルーキーズは、１回裏、４番「指田準一」、５番「按田 誠」の連続本塁打などで

３点を先制し、４回にも２四球２安打などで２点を追加し、７回表の石狩新星クラブの反撃を

４点に抑え、その追撃を辛くも振り切り決勝進出を決めた。一方、石狩新星クラブは、７回無

死で９番「内川高志」の右中間二塁打を足掛りに４番「原谷健一」の左翼手前安打で１点を返

し、更に、５番「渡辺正弘」の３点本塁打で３点を追加し反撃するも、後一歩及ばなかった。 



 

 

強人群は、１回表に先頭打者「澤谷明憲」が左翼手越え本塁打で１点を先制し、二死後、短

打、敵失による出塁を６番「石田賢策」の右中間二塁打などで２点を追加すると、続く２回に

も、５番「多田善明」の左翼手越え二塁打などで３点を追加し序盤をリードし、更に、５番

「多田善明」が、この試合２本目の二塁打で出塁後、敵失で二塁走者が生還し６回コールドゲ

ームで決勝進出を決めた。一方、札幌メッツは、強人群「服部洋宜」に３安打散発に抑え込ま

れ反撃の機会をつくれなかった。 

 

 

ＡＳＡＮＯルーキーズは、１回表に、３番「按田 誠」の左中間二塁打で１点を先制し、３回に

は５番「工藤正幸」の右中間三塁打、６番「加藤純輝」の左中間２点本塁打などで４点を、４回

に１点、５回にも１番「仲本功児」の左翼線二塁打、２番「松田順哉」の左中間三塁打などで４

点を追加し７回にも、打者９人の攻撃で８点を加点し打撃戦を制し優勝を成し遂げた。一方、強

人群は、３回裏に、２番「富田健治」の右翼手越え２点本塁打で２点を返し、４回に２点、５回

に１点を、１８対５とリードされた７回裏に打者９人の攻撃で大量６点を加点し追い上げるも、

７回表の失点が多すぎた。 


